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災害時における飲料水の確保と水道局の災害対策についてお聞きします 

問４ 平成 23年3月 11日の東日本大震災発生以降、あなたの事業所では水に対する考え方は変化

  しましたか。（○はいくつでも） 

１ 以前より水の備蓄をするようになった 

 ２ 節水の意識が高まった 

 ３ 水道水以外の水（ペットボトル水、井戸水など）を利用するようになった 

 ４ 水道水の安全性に対して関心が高くなった 

 ５ 水道の果たす役割に対して関心が高くなった 

 ６ その他（                                ）

 ７ 変わらない 

問５ 新潟市では、災害に備え、市民の皆さまに１人１日あたり３リットル、３日分で９リットル程

度を目安として、飲料水の備蓄をお願いしています。あなたの事業所では、独自の取組みとして

災害に備えた飲料水の備蓄を行っていますか。（○は１つだけ） 

（問５で「１ 備蓄している」と回答された事業所にお聞きします。） 

[問５-１] 飲料水をどのくらい備蓄していますか。（○はいくつでも） 

１ ペットボトル（    ミリリットル×    本） 

 ２ 水の缶詰  （    ミリリットル×    本） 

 ３ ポリタンク （      リットル×    個） 

 ４ その他（         で     リットル） 

１ 備蓄している       ２ 備蓄していない 

２ 災害時の飲料水の確保と災害対策
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（すべての事業所にお聞きします。） 

問６ 災害対策として、優先的に実施した方がよいと思う取組みはどれですか。次の中から３つ選び、

○をつけてください。（３つまで選択） 

応急給水用具の「キャンバス水槽」と「仮設給水栓」の設置見本 

仮設給水栓 

１ 浄水場などの水道施設の耐震化 

 ２ 地震に強い水道管への入替えによる耐震化 

 ３ 病院などの重要施設向け水道管の耐震化 

 ４ 災害時に一定量の飲料水等を確保する緊急貯水槽などの応急給水設備の整備 

 ５ 給水車・仮設給水栓・キャンバス水槽などの応急給水用具の整備 

 ６ ペットボトル水などの備蓄 

７ その他（                              ）

キャンバス水槽 
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問４ 水に対する考え方の変化 

13.8%

25.8%

7.2%

18.4%

25.2%

1.6%

40.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

以前より水の備蓄をするようになった

(n=69)

節水の意識が高まった

(n=129)

水道水以外の水（ペットボトル水、井戸水など）を利用するように

なった

(n=36)

水道水の安全性に対して関心が高くなった

(n=92)

水道の果たす役割に対して関心が高くなった

(n=126)

その他

(n=8)

変わらない

(n=201)

ｎ=500

震災後の水に対する意識の変化については，「変わらない」が4０．２％，「節水の意識が

高まった」が２５．８％，「水道の果たす役割に対して関心が高くなった」が２５．２％，

「水道水の安全性に対して関心が高くなった」が１８．４％，「以前より水の備蓄をするよ

うになった」が１３．８％，「水道水以外の水を利用するようになった」が７．２％となっ

ている。 

その他の回答 

市水配管系統の２重化（直接と水槽に分けた） 

雨水や他の水を飲用にできる設備，用品に対して関心が出てきた。 

他県からの調達経路の確保 

節水の方法がわからない。教えて下さい。 

震災発生以前よりペットボトル保存水を備蓄している。 

工業用水削減プロジェクトはある 

自家発電設備の能力を上げ，停電時での水道水供給範囲を拡大した 
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13.8%

3.6%

16.9%

17.3%

12.5%

20.9%

0.0%

16.7%

11.4%

25.8%

21.4%

18.6%

29.5%

17.5%

27.9%

17.9%

24.2%

38.6%

7.2%

7.1%

8.5%

7.9%

2.5%

7.0%

5.1%

9.1%

4.5%

18.4%

14.3%

13.6%

19.4%

27.5%

14.0%

17.9%

18.2%

15.9%

25.2%

14.3%

22.0%

19.4%

42.5%

25.6%

25.6%

28.8%

31.8%

1.6%

0.0%

1.7%

2.2%

0.0%

2.3%

0.0%

4.5%

0.0%

40.2%

57.1%

50.8%

36.0%

35.0%

37.2%

53.8%

36.4%

31.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体

(n=500)

北区

(n=28)

東区

(n=59)

中央区

(n=139)

江南区

(n=40)

秋葉区

(n=43)

南区

(n=39)

西区

(n=66)

西蒲区

(n=44)

以前より水の備蓄をするようになった

節水の意識が高まった

水道水以外の水（ペットボトル水、井戸水など）を利用するようになった

水道水の安全性に対して関心が高くなった

水道の果たす役割に対して関心が高くなった

その他

変わらない

所在区別でみると，すべての区で震災前の水に対する考え方と「変わらない」が多いが，

江南区では「水道の果たす役割に対して関心が高くなった」が４２．５％で第１位になり，

「水道水の安全性に対して関心が高くなった」も２７．５％と高く，他の区に比べて，そ

の意識の変化の高さが際立つ結果となった。
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13.8%

23.1%

9.3%

16.7%

14.3%

15.8%

0.0%

25.6%

19.4%

7.5%

25.8%

25.6%

18.5%

16.7%

25.0%

28.4%

28.6%

25.6%

32.3%

22.5%

7.2%

12.8%

6.5%

0.0%

0.0%

8.4%

7.1%

2.3%

11.3%

5.0%

18.4%

17.9%

19.4%

33.3%

10.7%

13.7%

25.0%

11.6%

29.0%

12.5%

25.2%

23.1%

22.2%

50.0%

14.3%

16.8%

46.4%

30.2%

29.0%

30.0%

1.6%

0.0%

1.9%

16.7%

3.6%

1.1%

0.0%

4.7%

0.0%

2.5%

40.2%

41.0%

50.9%

16.7%

42.9%

40.0%

32.1%

34.9%

32.3%

37.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体

(n=500)

建設業

(n=39)

製造業

(n=108)

情報通信業

(n=6)

運輸業

(n=28)

卸売・小売業

(n=95)

飲食店・宿泊業

(n=28)

医療・福祉

(n=43)

サービス業（他に分類されないもの）

(n=62)

その他

(n=40)

以前より水の備蓄をするようになった

節水の意識が高まった

水道水以外の水（ペットボトル水、井戸水など）を利用するようになった

水道水の安全性に対して関心が高くなった

水道の果たす役割に対して関心が高くなった

その他

変わらない

業種別にみると，意識の変化には違いがある。 

「以前より水の備蓄をするようになった」・・・医療・福祉が２５．6%で高くなっている。 

「節水の意識が高まった」・・・サービス業（他に分類されないもの）が３２．３％で高い。 

「水道水以外の水を利用するようになった」・・・建設業が１２．８％でやや高くなってい

る。 

「水道水の安全性に対して関心が高くなった」・・・サービス業（他に分類されないもの）

が２９．０％で高い。 

「水道の果たす役割に対して関心が高くなった」・・・飲食店・宿泊業が４６．4％と高い。 

「その他」・・・医療・福祉が４．７%でやや高い。 

「変わらない」・・・製造業が５０．９％で高い。 
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13.8%

15.2%

16.7%

14.3%

8.3%

20.0%

7.1%

25.8%

22.2%

28.8%

25.0%

16.7%

30.0%

30.4%

7.2%

8.8%

3.0%

8.9%

8.3%

10.0%

7.1%

18.4%

18.1%

18.9%

19.6%

25.0%

10.0%

14.3%

25.2%

24.6%

25.0%

33.9%

50.0%

20.0%

16.1%

1.6%

0.0%

1.5%

5.4%

0.0%

10.0%

0.0%

40.2%

44.4%

38.6%

30.4%

33.3%

40.0%

41.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体

(n=500)

２５㎜

(n=171)

３０～４０㎜

(n=132)

５０㎜

(n=56)

７５㎜

(n=12)

１００㎜以上

(n=10)

わからない

(n=56)

以前より水の備蓄をするようになった

節水の意識が高まった

水道水以外の水（ペットボトル水、井戸水など）を利用するようになった

水道水の安全性に対して関心が高くなった

水道の果たす役割に対して関心が高くなった

その他

変わらない

水道メーター口径別でみると，すべての口径で震災前の水に対する考え方と「変わらな

い」傾向はあるが，５０ｍｍや７５ｍｍでは，「水道の果たす役割に対して関心が高くなっ

た」が他の口径に比べて高く，その意識の変化の高さが際立つ結果となった。 
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13.8%

10.0%

10.5%

16.2%

11.1%

13.6%

18.5%

11.8%

14.0%

22.0%

9.8%

25.8%

20.0%

31.6%

24.3%

16.7%

20.5%

24.6%

35.3%

25.6%

24.4%

31.4%

7.2%

30.0%

10.5%

0.0%

11.1%

11.4%

6.2%

3.9%

4.7%

4.9%

7.8%

18.4%

30.0%

15.8%

13.5%

13.9%

11.4%

13.8%

31.4%

19.8%

19.5%

13.7%

25.2%

30.0%

21.1%

13.5%

19.4%

18.2%

26.2%

31.4%

27.9%

36.6%

23.5%

1.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.5%

2.0%

3.5%

2.4%

0.0%

40.2%

40.0%

31.6%

51.4%

50.0%

50.0%

40.0%

31.4%

41.9%

26.8%

37.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

全体

（n=500）

１０㎥以下

(n=10)

１１～２０㎥

(n=19)

２１～４０㎥

(n=37)

４１～６０㎥

(n=36)

６１～１００㎥

(n=44)

１０１～２００㎥

(n=65)

２０１～４００㎥

(n=51)

４０１～２，０００㎥

(n=86)

２，００１㎥以上

(n=41)

わからない

(n=51)

以前より水の備蓄をするようになった

節水の意識が高まった

水道水以外の水（ペットボトル水、井戸水など）を利用するようになった

水道水の安全性に対して関心が高くなった

水道の果たす役割に対して関心が高くなった

その他

変わらない

直近の水道使用水量別でみると，使用した水道水の量が（２１～４０ｍ3）～（６１～１

００ｍ3）までの中間の使用水量で震災前の水に対する考え方と「変わらない」傾向が強い

が，２０ｍ3以下の少ない使用量や２０１ｍ3以上の多い使用量で震災前の水に対する考え方

と意識の変化が高い特徴があることが分かった。 
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問５ 飲料水の備蓄について 

「備蓄していない」事業所が多く，７７．４％と半数以上を占めている。 

22.6% 77.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

備蓄している 備蓄していない
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22.6%

10.7%

23.3%

27.1%

17.5%

23.3%

17.9%

28.1%

21.7%

77.4%

89.3%

76.7%

72.9%

82.5%

76.7%

82.1%

71.9%

78.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=500)

北区

(n=28)

東区

(n=60)

中央区

(n=140)

江南区

(n=40)

秋葉区

(n=43)

南区

(n=39)

西区

(n=64)

西蒲区

(n=46)

備蓄している 備蓄していない

所在区別でみると，北区が８９．３％と一番多くの事業所が災害に備えた飲料水の備蓄

をしていなかった。 

所在区別に「備蓄している」が高い順にみると， 

１）西区が２８．１％ 

２）中央区が２７．１％ 

３）東区と秋葉区が２３．３％ 

となっている。 

逆に「備蓄していない」が高い順にみると， 

１）北区が８９．３％ 

２）江南区が８２．５％ 

３）南区が８２．１％ 

となっている。 
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22.6%

33.3%

12.0%

50.0%

22.2%

23.4%

10.7%

55.8%

19.4%

25.0%

77.4%

66.7%

88.0%

50.0%

77.8%

76.6%

89.3%

44.2%

80.6%

75.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=500)

建設業

(n=39)

製造業

(n=108)

情報通信業

(n=6)

運輸業

(n=27)

卸売・小売業

(n=94)

飲食店・宿泊業

(n=28)

医療・福祉

(n=43)

サービス業（他に分類されないもの）

(n=62)

その他

(n=44)

備蓄している 備蓄していない

業種別にみると，医療・福祉が５０％以上の事業所で飲料水の備蓄をしているが，他の

すべての業種で５０％を下回っている。特に製造業と飲食店・宿泊業では，１０％台にと

どまっている。 

業種別に「備蓄している」が高い順にみると， 

１）医療・福祉が５５．８％ 

２）建設業が３３．３％ 

３）その他が２５．０％ 

となっている。 

逆に「備蓄していない」が高い順にみると， 

１）飲食店，宿泊業が８９．３％ 

２）製造業が８８．０％ 

３）サービス業（他に分類されないもの）が８０．６％ 

となっている。 
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22.6%

21.8%

26.0%

32.2%

33.3%

44.4%

13.0%

77.4%

78.2%

74.0%

67.8%

66.7%

55.6%

87.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=500)

２５㎜

(n=174)

３０～４０㎜

(n=131)

５０㎜

(n=59)

７５㎜

(n=12)

１００㎜以上

(n=9)

わからない

(n=54)

備蓄している 備蓄していない

水道メーター口径別でみると，メーター口径が大きくなるに従って備蓄している事業所

の割合が増えていく傾向がある。 

水道メーター口径別に「備蓄している」が高い順にみると， 

１）１００ｍｍ以上が４４．４％ 

２）７５ｍｍが３３．３％ 

３）５０ｍｍが３２．２％ 

となっている。 

逆に「備蓄していない」が高い順にみると， 

１）水道メーター口径がわからないが８７．０％ 

２）２５ｍｍが７８．２％ 

３）３０～４０ｍｍが７４．０％ 

となっている。 
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22.6%

45.5%

10.0%

15.8%

19.4%

20.9%

24.6%

17.3%

23.0%

57.5%

18.0%

77.4%

54.5%

90.0%

84.2%

80.6%

79.1%

75.4%

82.7%

77.0%

42.5%

82.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=500)

１０㎥以下

(n=11)

１１～２０㎥

(n=20)

２１～４０㎥

(n=38)

４１～６０㎥

(n=36)

６１～１００㎥

(n=43)

１０１～２００㎥

(n=65)

２０１～４００㎥

(n=52)

４０１～２，０００㎥

(n=87)

２，００１㎥以上

(n=40)

わからない

(n=50)

備蓄している 備蓄していない

直近の水道使用水量別でみると，２，００１ｍ3以上の使用水量が５７．５％，１０ｍ3

以下の使用水量も４５．５％と，比較的多くの事業所で備蓄しているが，１１ｍ3以上２，

０００ｍ3以下の他の水道使用水量では２５％を下回っている。 

直近の水道使用水量別に「備蓄している」が高い順にみると， 

１）２，００１ｍ3以上が５７．５％ 

２）１０ｍ3以下が４５．５％ 

３）１０１～２００ｍ3が２４．６％ 

となっている。 

逆に「備蓄していない」が高い順にみると， 

１）１１～２0ｍ3が９０．０％ 

２） ２１～４0ｍ3が８４．２％ 

３） わからない が８２．０％ 

となっている。 
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問５-1 備蓄について 

87.5%

0.9%

7.1%

11.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ペットボトル

（n=98）

水の缶詰

（n=1）

ポリタンク

（n=8）

その他

（n=13）
ｎ=112

 備蓄について，ペットボトルが87．5％と最も高い数値を示している。 

その他の回答 本数 

高置水槽 不明

スーパーなので大量にある 記入なし

常に受水槽使用している為 100000 

貯水槽 9400 

500 350 

ミネラルウォータボトル 60 

飲用カートリッジタンク 36 

貯水槽 2000 

アルピナウォーター１２ℓ×１０本

前後 
120 

貯水槽 記入なし

ミネラルウォーター 600 

貯水タンク 1000 

サーバー用水 36 
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方法別の合計備蓄量 

44399.5 

60.0 

988.0 

0 10000 20000 30000 40000 50000 

ペットボトル

（n=98)

水の缶詰

（n=1)

ポリタンク

（n=8)

方法別の備蓄量

（単位：リットル）

方法別の備蓄量では，ペットボトルが最も多く44，399．5リットルとなっている。 

有効回答事業所の平均備蓄量 

453.1 

60.0 

123.5 

0 100 200 300 400 500 

ペットボトル

（n=98)

水の缶詰

（n=1)

ポリタンク

（n=8)

回答企業の備蓄量

（単位：リットル）

回答企業の平均備蓄量においてもペットボトルが453．1リットルと最も多くなっている。 
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87.5%

100.0%

80.0%

89.2%

100.0%

100.0%

100.0%

94.4%

66.7%

0.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

7.1%

0.0%

0.0%

10.8%

0.0%

0.0%

0.0%

5.6%

22.2%

11.6%

0.0%

20.0%

8.1%

28.6%

0.0%

14.3%

0.0%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=112)

北区

(n=3)

東区

(n=15)

中央区

(n=37)

江南区

(n=7)

秋葉区

(n=10)

南区

(n=7)

西区

(n=18)

西蒲区

(n=9)

ペットボトル（ ミリリットル× 本） 水の缶詰（ ミリリットル× 本）

ポリタンク（ リットル× 個） その他（ で リットル）

所在区別でみると，すべての区で備蓄は「ペットボトル」が圧倒的だが，西蒲区のみが

「ペットボトル」が６６．７％と全体と比べて20．8％ほど低く，その代わりに「その他」

が３３．3％と高いことが特徴的である。 
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87.5%

76.9%

92.3%

100.0%

100.0%

81.8%

50.0%

95.8%

91.7%

100.0%

0.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

7.1%

7.7%

7.7%

0.0%

0.0%

9.1%

50.0%

4.2%

8.3%

0.0%

11.6%

15.4%

15.4%

0.0%

0.0%

27.3%

50.0%

4.2%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=112)

建設業

(n=13)

製造業

(n=13)

情報通信業

(n=3)

運輸業

(n=6)

卸売・小売業

(n=22)

飲食店・宿泊業

(n=2)

医療・福祉

(n=24)

サービス業（他に分類されないもの）

(n=12)

その他

(n=11)

ペットボトル（ ミリリットル× 本） 水の缶詰（ ミリリットル× 本）

ポリタンク（ リットル× 個） その他（ で リットル）

業種別にみると，すべての業種で備蓄は「ペットボトル」が圧倒的なのは変わらない。
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87.5%

78.9%

97.0%

89.5%

100.0%

100.0%

100.0%

0.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

7.1%

10.5%

6.1%

5.3%

0.0%

0.0%

0.0%

11.6%

13.2%

6.1%

10.5%

25.0%

33.3%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(n=112)

２５㎜

(n=38)

３０～４０㎜

(n=33)

５０㎜

(n=19)

７５㎜

(n=4)

１００㎜以上

(n=3)

わからない

(n=8)

ペットボトル（ ミリリットル× 本） 水の缶詰（ ミリリットル× 本）

ポリタンク（ リットル× 個） その他（ で リットル）

水道メーター口径別でみると，すべての口径で「ペットボトル」が圧倒的なのは変わら

ないが，口径が大きくなるほど，「ペットボトル」に代わる「その他」の備蓄方法を考えて

いることが分かる。 
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87.5%

80.0%

100.0%

100.0%

85.7%

66.7%

93.8%

77.8%

95.0%

95.2%

90.0%

0.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

7.1%

40.0%

50.0%

0.0%

0.0%

22.2%

0.0%

11.1%

0.0%

4.8%

0.0%

11.6%

0.0%

0.0%

0.0%

14.3%

11.1%

6.3%

33.3%

10.0%

9.5%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

(n=112)

１０㎥以下

(n=5)

１１～２０㎥

(n=2)

２１～４０㎥

(n=6)

４１～６０㎥

(n=7)

６１～１００㎥

(n=9)

１０１～２００㎥

(n=16)

２０１～４００㎥

(n=9)

４０１～２，０００㎥

(n=20)

２，００１㎥以上

(n=21)

わからない

(n=10)

ペットボトル（ ミリリットル× 本） 水の缶詰（ ミリリットル× 本）

ポリタンク（ リットル× 個） その他（ で リットル）

直近の水道使用水量別でみると，使用した水道水の量による備蓄方法の変化はあまりみ

られないが，他の水道使用水量に比較して，１０ｍ3以下と１１～２０ｍ3で「ポリタンク」

が４０％を超えているのは特徴的である。 
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問６ 優先的に実施すべき取組み 

49.1%

55.3%

36.3%

48.9%

46.3%

31.5%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

浄水場などの水道施設の耐震化

(n=245)

地震に強い水道管への入替えによる耐震化

(n=276)

病院などの重要施設向け水道管の耐震化

(n=181)

災害時に一定量の飲料水等を確保する緊急貯水槽などの

応急給水設備の整備

(n=244)

給水車・仮設給水栓・キャンバス水槽などの

応急給水用具の整備

(n=231)

ペットボトル水などの備蓄

(n=157)

その他

(n=6)

ｎ=499

災害対策として，優先的に実施したほうがよいと思う取組みとしては，「地震に強い水道

管への入替による耐震化」が５５．３％で最も多く，次いで，「浄水場などの水道施設の耐

震化」が４９．1%，「災害時に一定量の飲料水等を確保する緊急貯水槽などの応急給水設

備の整備」が４８．９％，「給水車・仮設給水栓・キャンバス水槽などの応急給水用具の整

備」が４６．３％で，ほぼ同率で高くなっている。また，「病院などの重要施設向け水道管

の耐震化」も３６．３％，「ペットボトル水などの備蓄」も３１．５％と高い要望がある。

全体的にどれも差は少ない。 

その他の回答 

休業以外考えられませんが…。 

飲用に浄水できる器具などの開発に期待します 

湧水地の管理，及び通知 

全ての水道管を無料で交換してほしい 

他市，他県との協力協定→災害対策と称して多額の税金を投入しないように 

ポリタンク移動しやすいように 
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（Ｈ24年度との経年比較）※ただし，H24年度の調査対象は一般家庭

59.4%

49.1%

63.0%

55.3%

42.3%

36.3%

62.1%

48.9%

46.8%

46.3%

17.1%

31.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

H24年度調査データ

H25年度調査データ

浄水場などの水道施設の耐震化 地震に強い配水管への入替えによる耐震化

病院などの重要施設向け配水管の耐震化 災害時に一定量の飲料水等を確保する

給水車・仮設給水栓・キャンバス水槽 ペットボトル水などの備蓄

※平成24年度は「その他」の選択肢がないため、比較的対象外としました。 

全体的に割合は，変わらないが「ペットボトル水などの備蓄」に関しては，増加している

ようである。
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49.1%

57.1%

48.3%

50.4%

55.0%

34.9%

41.0%

46.2%

58.7%

55.3%

60.7%

61.7%

56.2%

50.0%

39.5%

56.4%

58.5%

69.6%

36.3%

25.0%

36.7%

32.1%

42.5%

41.9%

33.3%

43.1%

30.4%

48.9%

42.9%

55.0%

51.8%

55.0%

53.5%

38.5%

56.9%

32.6%

46.3%

50.0%

38.3%

46.0%

60.0%

48.8%

56.4%

35.4%

52.2%

31.5%

25.0%

31.7%

28.5%

27.5%

48.8%

23.1%

36.9%

28.3%

1.2%

3.6%

0.0%

0.7%

0.0%

2.3%

0.0%

3.1%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

全体

(n=499)

北区

(n=28)

東区

(n=60)

中央区

(n=137)

江南区

(n=40)

秋葉区

(n=43)

南区

(n=39)

西区

(n=65)

西蒲区

(n=46)

浄水場などの水道施設の耐震化

地震に強い水道管への入替えによる耐震化

病院などの重要施設向け水道管の耐震化

災害時に一定量の飲料水等を確保する緊急貯水槽などの応急給水設備の整備

給水車・仮設給水栓・キャンバス水槽などの応急給水用具の整備

ペットボトル水などの備蓄

その他

所在区別でみると，優先的に実施したほうがよいと思う取組みについては，すべての区

で全体と同じように，各要望事項がそれぞれ高い水準で要望されていることが分かった。 
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49.1%

35.9%

53.2%

33.3%

60.7%

54.7%

48.1%

31.0%

49.2%

45.2%

55.3%

51.3%

54.1%

33.3%

50.0%

67.4%

66.7%

64.3%

47.5%

50.0%

36.3%

28.2%

26.6%

50.0%

46.4%

37.9%

29.6%

52.4%

42.6%

28.6%

48.9%

71.8%

54.1%

66.7%

42.9%

36.8%

63.0%

47.6%

45.9%

52.4%

46.3%

51.3%

49.5%

66.7%

39.3%

48.4%

33.3%

47.6%

49.2%

42.9%

31.5%

38.5%

24.8%

50.0%

39.3%

30.5%

22.2%

35.7%

34.4%

31.0%

1.2%

0.0%

2.8%

0.0%

0.0%

0.0%

3.7%

0.0%

1.6%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

全体

(n=499)

建設業

(n=39)

製造業

(n=109)

情報通信業

(n=6)

運輸業

(n=28)

卸売・小売業

(n=95)

飲食店・宿泊業

(n=27)

医療・福祉

(n=42)

サービス業（他に分類されないもの）

(n=61)

その他

(n=42)

浄水場などの水道施設の耐震化

地震に強い水道管への入替えによる耐震化

病院などの重要施設向け水道管の耐震化

災害時に一定量の飲料水等を確保する緊急貯水槽などの応急給水設備の整備

給水車・仮設給水栓・キャンバス水槽などの応急給水用具の整備

ペットボトル水などの備蓄

その他

業種別にみても，優先的に実施したほうがよいと思う取組みについては，すべての業種

で全体と同じように，各要望事項がそれぞれ高い水準で要望されていることが分かった。 
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49.1%

50.3%

45.5%

48.3%

41.7%

55.6%

54.5%

55.3%

53.2%

60.6%

60.3%

50.0%

66.7%

50.9%

36.3%

32.2%

37.1%

44.8%

41.7%

11.1%

40.0%

48.9%

49.1%

53.0%

56.9%

33.3%

22.2%

45.5%

46.3%

48.5%

42.4%

48.3%

58.3%

66.7%

45.5%

31.5%

38.0%

27.3%

17.2%

33.3%

33.3%

34.5%

1.2%

1.8%

0.0%

1.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

全体

(n=499)

２５㎜

(n=171)

３０～４０㎜

(n=132)

５０㎜

(n=58)

７５㎜

(n=12)

１００㎜以上

(n=9)

わからない

(n=55)

浄水場などの水道施設の耐震化

地震に強い水道管への入替えによる耐震化

病院などの重要施設向け水道管の耐震化

災害時に一定量の飲料水等を確保する緊急貯水槽などの応急給水設備の整備

給水車・仮設給水栓・キャンバス水槽などの応急給水用具の整備

ペットボトル水などの備蓄

その他

水道メーター口径別でみても，すべての口径で，優先的に実施したほうがよいと思う取

組みについては，全体と同じように，各要望事項がそれぞれ高い水準で要望されているこ

とが分かった。 
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49.1%

54.5%

52.6%

43.2%

44.4%

48.8%

46.2%

53.8%

55.2%

35.0%

48.0%

55.3%

81.8%

63.2%

48.6%

47.2%

67.4%

53.8%

61.5%

58.6%

57.5%

48.0%

36.3%

45.5%

42.1%

21.6%

27.8%

39.5%

29.2%

36.5%

41.4%

40.0%

38.0%

48.9%

27.3%

47.4%

59.5%

55.6%

39.5%

64.6%

51.9%

44.8%

45.0%

44.0%

46.3%

36.4%

42.1%

56.8%

47.2%

37.2%

52.3%

51.9%

41.4%

50.0%

48.0%

31.5%

27.3%

26.3%

40.5%

52.8%

32.6%

24.6%

21.2%

27.6%

30.0%

36.0%

1.2%

9.1%

0.0%

2.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.1%

2.5%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

全体

(n=499)

１０㎥以下

(n=11)

１１～２０㎥

(n=19)

２１～４０㎥

(n=37)

４１～６０㎥

(n=36)

６１～１００㎥

(n=43)

１０１～２００㎥

(n=65)

２０１～４００㎥

(n=52)

４０１～２，０００㎥

(n=87)

２，００１㎥以上

(n=40)

わからない

(n=50)

浄水場などの水道施設の耐震化

地震に強い水道管への入替えによる耐震化

病院などの重要施設向け水道管の耐震化

災害時に一定量の飲料水等を確保する緊急貯水槽などの応急給水設備の整備

給水車・仮設給水栓・キャンバス水槽などの応急給水用具の整備

ペットボトル水などの備蓄

その他

直近の水道使用水量別でみると，１０㎥以下で，「地震に強い水道管への入替による耐震

化」への要望が８１．８％と圧倒的に強い点に特徴があるが，他は，使用した水道水の量

による大きな差はみられず，優先的に実施したほうがよいと思う取組みについては，全体

と同じように，各要望事項がそれぞれ高い水準で要望されていることが分かった。 


